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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　前記発光素子の発光量に応じた値を有するモニタ電流を出力する出力端子を有する受光
素子と、
　第１入力端子および第２入力端子を有し、前記第１入力端子の電圧と前記第２入力端子
の電圧とを比較する比較部と、
　前記比較部による比較結果に基づいて前記発光素子を駆動する駆動部と、
　第１電流値を有する第１電流を生成する電流生成部と、
　前記第１電流を受ける入力端子、制御信号を受ける入力端子、および、参照電流として
第２電流値を有する第２電流を出力する出力端子を有する変換部と、を備え、
　前記第１電流値に対する前記第２電流値の比率は、前記制御信号に応じて設定され、
　前記受光素子の前記出力端子、前記変換部の前記出力端子、および、前記比較部の前記
第１入力端子は、相互に接続され、前記第２入力端子は、参照電圧を受け、
　前記駆動部は前記第１入力端子の電圧と前記第２入力端子の電圧とが同電位になるよう
に前記発光素子を駆動する、
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　発光素子と、
　前記発光素子の発光量に応じた値を有するモニタ電流を出力する受光素子と、
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　前記受光素子に接続され、前記モニタ電流と参照電流との大小関係に応じた電圧と参照
電圧とを比較する比較部と、
　前記比較部による比較結果に基づいて前記発光素子を駆動する駆動部と、
　第１電流値を有する第１電流を生成する電流生成部と、
　前記電流生成部と前記比較部との間の経路に配され、制御信号を受けて、前記参照電流
として第２電流値を有する第２電流を出力する変換部と、を備え、
　前記第１電流値に対する前記第２電流値の比率は、前記制御信号に応じて設定され、
　前記変換部は、それぞれが前記第１電流を受ける少なくとも２つのカレントミラー回路
を含み、
　前記比較部は、第１入力端子および第２入力端子を含み、
　前記受光素子の前記モニタ電流を出力する出力端子、前記変換部の前記参照電流を出力
する出力端子、および、前記第１入力端子は、相互に接続され、
　前記第２入力端子は、前記参照電圧を受け、
　　前記駆動部は前記モニタ電流と参照電流との大小関係に応じた電圧と前記参照電圧と
が同電位になるように前記発光素子を駆動する、
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項３】
　前記少なくとも２つのカレントミラー回路のそれぞれは、前記制御信号に基づいてアク
ティブになる、
　ことを特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記変換部は、前記電流生成部と前記少なくとも２つのカレントミラー回路の１つとを
接続するスイッチを含み、
　前記制御信号は、前記スイッチをオンまたはオフする、
　ことを特徴とする請求項３に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記比較部は、第１入力端子を含み、前記少なくとも２つのカレントミラー回路の出力
端子のそれぞれは、前記第１入力端子に接続されている、
　ことを特徴とする請求項４に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記少なくとも２つのカレントミラー回路の少なくとも２つは、互いに異なるミラー比
を有する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の記録装置。
【請求項７】
　それぞれが前記発光素子、前記比較部および前記駆動部を含む複数のグループと、
　前記複数のグループの１つの前記比較部を前記受光素子に選択的に接続する選択スイッ
チと、
　を更に備える、
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項８】
　前記発光素子からの光を受ける感光ドラムと、
　前記感光ドラムの使用量に応じた信号を前記制御信号として用いて前記変換部を制御す
る制御部と、をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項９】
　発光素子と、
　前記発光素子の発光量に応じた値を有するモニタ電流を出力する出力端子を有する受光
素子と、
　第１電流値を有する第１電流を生成する電流生成部と、
　制御信号および前記第１電流を受けて、参照電流として第２電流値を有する第２電流を



(3) JP 6886235 B2 2021.6.16

10

20

30

40

50

出力する出力端子を有する変換部と、
　前記受光素子の前記出力端子および前記変換部の前記出力端子の双方に接続された第１
入力端子、および、参照電圧を受ける第２入力端子を有する比較部と、
　前記比較部からの出力に基づいて前記発光素子を駆動する駆動部と、を備え、
　前記第１電流値に対する前記第２電流値の比率は、前記制御信号に応じて設定されてお
り、
　前記駆動部は前記第１入力端子の電圧と前記第２入力端子の電圧とが同電位になるよう
に前記発光素子を駆動する、
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項１０】
　発光素子を駆動するための駆動信号を出力するための第１端子と、
　受光素子からのモニタ電流を受けるための第２端子と、
　第１入力端子および第２入力端子を有し、前記第１入力端子の電圧と前記第２入力端子
の電圧とを比較する比較部と、
　前記比較部による比較結果に基づいて前記第１端子へ前記駆動信号を出力する駆動部と
、
　第１電流値を有する第１電流を生成する電流生成部と、
　前記第１電流を受ける入力端子、制御信号を受ける入力端子、および、参照電流として
第２電流値を有する第２電流を出力する出力端子を有する変換部と、を備え、
　前記第１電流値に対する前記第２電流値の比率は、前記制御信号に応じて設定され、
　前記受光素子の前記出力端子、前記変換部の前記出力端子、および、前記比較部の前記
第１入力端子は、相互に接続され、前記第２入力端子は、参照電圧を受け、
　前記駆動部は前記第１入力端子の電圧と前記第２入力端子の電圧とが同電位になるよう
に前記発光素子を駆動する、
　ことを特徴とする発光素子駆動用基板。
【請求項１１】
　発光素子と、
　前記発光素子の発光量に応じた値を有するモニタ電流を出力する受光素子と、
　第１電流値を有する第１電流を生成する電流生成部と、
　制御信号および前記第１電流を受けて、参照電流として第２電流値を有する第２電流を
出力する変換部と、
　前記受光素子の前記モニタ電流を出力する出力端子、および、前記変換部の前記参照電
流を出力する出力端子の双方に接続された第１入力端子、および、参照電圧を受ける第２
入力端子を有する比較部と、
　前記比較部による比較結果に基づいて前記発光素子を駆動する駆動部と、を備え、
　前記第１電流値に対する前記第２電流値の比率は、前記制御信号に応じて設定され、
　前記変換部は、それぞれが前記第１電流を受ける少なくとも２つのカレントミラー回路
を含み、
　前記駆動部は前記第１入力端子の電圧と前記第２入力端子の電圧とが同電位になるよう
に前記発光素子を駆動する、
　ことを特徴とする記録装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも２つのカレントミラー回路のそれぞれは、前記制御信号に基づいてアク
ティブになる、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の記録装置。
【請求項１３】
　前記変換部は、前記電流生成部と前記少なくとも２つのカレントミラー回路の１つとを
接続するスイッチを含み、
　前記制御信号は、前記スイッチをオンまたはオフする、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の記録装置。
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【請求項１４】
　前記比較部は、第１入力端子を含み、前記少なくとも２つのカレントミラー回路の出力
端子のそれぞれは、前記第１入力端子に接続されている、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の記録装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも２つのカレントミラー回路の少なくとも２つは、互いに異なるミラー比
を有する、
　ことを特徴とする請求項１４に記載の記録装置。
【請求項１６】
　前記比較部は、第１入力端子および第２入力端子を含み、
　前記受光素子の前記モニタ電流を出力する前記出力端子、前記変換部の前記参照電流を
出力する前記出力端子、および、前記第１入力端子は、相互に接続され、
　前記第２入力端子は、参照電圧を受ける、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の記録装置。
【請求項１７】
　それぞれが前記発光素子、前記比較部および前記駆動部を含む複数のグループと、
　前記複数のグループの１つの前記比較部を前記受光素子に選択的に接続する選択スイッ
チと、
　を更に備える、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の発光素子駆動用基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置および発光素子駆動用基板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の記録装置（レーザープリンタ等）は、例えば、感光ドラムにレーザー光
を照射するための発光素子を備える。まず、帯電させた感光ドラムに対して、記録データ
に基づいて発光素子によりレーザー光を照射する。これにより、感光ドラムにおけるレー
ザー光が照射された部分の電位が下がり、感光ドラム上に記録データに基づく電位分布が
形成される（潜像）。次に、この感光ドラムに着色粉末であるトナーを付着させる。感光
ドラムに付着するトナーは、感光ドラム上の電位分布にしたがう（現像）。その後、感光
ドラムに付着したトナーを紙等の記録媒体に転写することにより、記録データにしたがう
画像が記録媒体上に形成される。
【０００３】
　記録装置のなかには、レーザー光が適切な光量（目標値）に維持されるように発光素子
の駆動を制御するものがある。このような制御は、自動光量制御（Ａｏｕｔ　Ｐｏｗｅｒ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＡＰＣ））とも称される。ＡＰＣ機能を有する記録装置は、例えば、
発光素子と、発光素子からの光を受ける受光素子と、受光素子からの電流を受けるモニタ
と、発光素子を駆動する駆動部とを備える。該駆動部は、ＡＰＣの際に、モニタからのモ
ニタ結果を保持し、その後の記録の際に、該保持されたモニタ結果に基づく駆動力で発光
素子を駆動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－３８９５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の図１には、上述のモニタに対応する比較器と、受光素子との間に電流‐電
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流変換器が配されたフィードバック系の回路構成が開示されている。具体的には、ＡＰＣ
において、受光素子からの電流（モニタ電流）を電流‐電流変換器で変換した結果が比較
器にフィードバックされる。しかしながら、この構成によると、上記フィードバック系に
、モニタ電流を電流‐電流変換器で変換することによる遅延が生じる。
【０００６】
　本発明の目的は、ＡＰＣ機能を有する記録装置におけるフィードバック系の遅延を低減
するのに有利な技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の１つの側面は、記録装置に係り、前記記録装置は、発光素子と、前記発光素子
の発光量に応じた値を有するモニタ電流を出力する出力端子を有する受光素子と、第１入
力端子および第２入力端子を有し、前記モニタ電流と参照電流とを比較する比較部と、前
記比較部による比較結果に基づいて前記発光素子を駆動する駆動部と、第１電流値を有す
る第１電流を生成する電流生成部と、前記第１電流を受ける入力端子、制御信号を受ける
入力端子、および、前記参照電流として第２電流値を有する第２電流を出力する出力端子
を有する変換部と、を備え、前記第１電流値に対する前記第２電流値の比率は、前記制御
信号に応じて設定され、前記受光素子の前記出力端子、前記変換部の前記出力端子、およ
び、前記比較部の前記第１入力端子は、相互に接続され、前記第２入力端子は、参照電圧
を受ける。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ＡＰＣ機能を有する記録装置におけるフィードバック系の遅延を低減
するのに有利である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】記録装置の全体構成例を説明するための図である。
【図２】記録装置の構成の具体例を説明するための図である。
【図３】記録装置の構成の具体例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　　（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係る記録装置１００の全体構成例を示している。記録装置１０
０は、電子写真方式の記録装置（例えばレーザープリンタ）である。記録装置１００は、
例えば、発光素子１１０、受光素子１２０、発光素子駆動用基板２００および感光ドラム
３００を備える。基板２００は、例えば、判定部１３０、駆動部１４０、電流生成部１５
０、電流‐電流変換部１６０および制御部１７０を含む。
【００１１】
　発光素子１１０は、アノードが、電源電圧ＶＣＣが伝搬する電源ノードｎＶＣＣに接続
され、且つ、カソードが、駆動部１４０に接続されるように配される。発光素子１１０は
、例えばレーザーダイオードであり、駆動部１４０により駆動されることにより発光し、
その発光光（レーザー光）を感光ドラム３００に照射する。
【００１２】
　受光素子１２０は、カソードが電源ノードｎＶＣＣに接続され、且つ、アノードが判定
部１３０に接続されるように配される。受光素子１２０は、フォトダイオード等の光電変
換素子であり、発光素子１１０の発光光を受けて、その光量に応じた値の電流Ｉｍをモニ
タ電流として出力する。具体的には、受光素子１２０は、ＡＰＣを含む動作時において逆
バイアス状態となっており、発光素子１１０の発光光により受光素子１２０で発生した電
荷は、その量に応じた値のモニタ電流Ｉｍを形成する。
【００１３】
　制御部１７０は、例えば、記録動作を制御するためのＣＰＵ、プロセッサ等であり、電
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流生成部１５０および電流‐電流変換部１６０を制御信号ｓｉｇ１及びｓｉｇ２によりそ
れぞれ制御する。例えば、電流生成部１５０は、定電流である基準電流Ｉ１（第１電流）
を生成し、制御部１７０からの制御信号ｓｉｇ１に応答して該生成された基準電流Ｉ１を
電流‐電流変換部１６０に出力する。他の例では、電流生成部１５０は、制御信号ｓｉｇ
１に応答して基準電流Ｉ１を生成し、該生成された基準電流Ｉ１を電流‐電流変換部１６
０に出力してもよい。
【００１４】
　電流‐電流変換部１６０は、電流生成部１５０と判定部１３０との間の経路に配され、
電流生成部１５０から基準電流Ｉ１を受ける。そして、電流‐電流変換部１６０は、制御
部１７０からの制御信号ｓｉｇ２に応じた比率を基準電流Ｉ１の値に乗じて得られた値の
電流Ｉ２を参照電流（第２電流）として出力する。電流‐電流変換部１６０は、単に「変
換部」と称されてもよい。また、参照電流Ｉ２は、発光素子１１０の発光量の目標値に対
応し、「ターゲット電流」と称されてもよい。なお、詳細は後述するが、制御信号ｓｉｇ
２は複数の信号を含みうる。
【００１５】
　判定部１３０は、受光素子１２０および電流‐電流変換部１６０に接続されており、モ
ニタ電流Ｉｍと参照電流Ｉ２とに基づいて、発光素子１１０の発光量が目標値に達したか
否かを判定する。詳細は後述とするが、判定部１３０は、例えば比較器を含み、該比較器
によりモニタ電流Ｉｍと参照電流Ｉ２との比較を行い、その比較結果に基づいて、発光素
子１１０の発光量が目標値に達したか否かを判定する。
【００１６】
　駆動部１４０は、上記比較結果に基づいて発光素子１１０を駆動する。具体的には、駆
動部１４０は、例えば、情報保持部（例えばサンプリング回路）とドライバとを含む（と
もに不図示）。そして、駆動部１４０は、ＡＰＣ完了時の判定部１３０からの出力を、発
光素子１１０の発光量を目標値にするため情報として情報保持部に保持する。ドライバは
、その後の記録の際に、情報保持部に保持された情報に応じた駆動信号を用いて発光素子
１１０を駆動する。
【００１７】
　即ち、発光素子１１０、受光素子１２０、判定部１３０、駆動部１４０、電流生成部１
５０および電流‐電流変換部１６０は、発光素子１１０の発光量を目標値に近付けるため
のフィードバック系を形成しており、このような構成によりＡＰＣが実現される。なお、
ここではアノード駆動型のレーザーの構成例を示したが、カソード駆動型の構成にしても
よい。
【００１８】
　図２（ａ）は、記録装置１００の構成例をより具体的に示している。基板２００は、端
子Ｔ１～Ｔ３（電極パッド）を備える。第１端子Ｔ１は、発光素子１１０に接続され、駆
動部１４０は、端子Ｔ１を介して発光素子１１０を駆動する。第２端子Ｔ２は、受光素子
１２０に接続され、基板２００は、端子Ｔ２を介してモニタ電流Ｉｍを受ける。第３端子
Ｔ３は、定電圧である参照電圧Ｖｒｅｆを受ける。
【００１９】
　電流‐電流変換部１６０は、例えば、トランジスタＭ１０～１３及びＭ２０～２３によ
り形成されるカレントミラー回路を含み、制御信号ｓｉｇ２（具体的には、制御信号ｓｉ
ｇ２１Ａ、２１Ｂ、２２Ａ及び２２Ｂ）により制御される。これらトランジスタＭ１０等
には、例えばＮＭＯＳトランジスタが用いられうる。トランジスタＭ１０～１３は、第１
のカレントミラー回路１６１を形成しており、また、トランジスタＭ２０～２３は、第２
のカレントミラー回路１６２を形成している。
【００２０】
　ここで、電流生成部１５０からの基準電流Ｉ１が流れるノードをノードｎ１とする。接
地ノードをノードｎ２とする。ノードｎ１とノードｎ２との間に位置するノードをノード
ｎ３とする。ノードｎ１とノードｎ２との間に位置するノードであってノードｎ３とは異
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なる他のノードをノードｎ４とする。また、参照電流Ｉ２が流れるノードであって電流‐
電流変換部１６０の出力端子に対応するノードをノードｎ５とする。
【００２１】
　カレントミラー回路１６１について、トランジスタＭ１０は、ドレインがノードｎ１に
接続され、ソースがノードｎ３に接続され、ゲートで制御信号ｓｉｇ２１Ａを受けるよう
に配される。トランジスタＭ１１は、ドレインおよびゲートがノードｎ３に接続され、ソ
ースがノードｎ２に接続されるように配される。トランジスタＭ１２は、ドレインがノー
ドｎ５に接続され、ソースがノードｎ２に接続され、ゲートがノードｎ３に接続されるよ
うに配される。トランジスタＭ１２は、トランジスタＭ１１に流れる基準電流Ｉ１の値に
、トランジスタＭ１１とトランジスタＭ１２とのサイズ比を乗じた値（第１の電流値）の
参照電流Ｉ２を流す。以下では、区別のため、この参照電流Ｉ２を「参照電流Ｉ２１」と
記載する場合がある。トランジスタＭ１３は、カレントミラー回路１６１がノンアクティ
ブのときのノードｎ３の電位をＬに固定するためのトランジスタであり、ドレインがノー
ドｎ３に接続され、ソースがノードｎ２に接続され、ゲートで制御信号ｓｉｇ２１Ｂを受
けるように配される。
【００２２】
　カレントミラー回路１６２について、トランジスタＭ２０は、ドレインがノードｎ１に
接続され、ソースがノードｎ４に接続され、ゲートで制御信号ｓｉｇ２２Ａを受けるよう
に配される。トランジスタＭ２１は、ドレインおよびゲートがノードｎ４に接続され、ソ
ースがノードｎ２に接続されるように配される。トランジスタＭ２２は、ドレインがノー
ドｎ５に接続され、ソースがノードｎ２に接続され、ゲートがノードｎ４に接続されるよ
うに配される。トランジスタＭ２２は、トランジスタＭ２１に流れる基準電流Ｉ１の値に
、トランジスタＭ２１とトランジスタＭ２２とのサイズ比を乗じた値（第２の電流値）の
参照電流Ｉ２を流す。以下では、区別のため、この参照電流Ｉ２を「参照電流Ｉ２２」と
記載する場合がある。トランジスタＭ２３は、カレントミラー回路１６２がノンアクティ
ブのときのノードｎ４の電位をＬに固定するためのトランジスタであり、ドレインがノー
ドｎ４に接続され、ソースがノードｎ２に接続され、ゲートで制御信号ｓｉｇ２２Ｂを受
けるように配される。
【００２３】
　トランジスタＭ１１とトランジスタＭ１２とのサイズ比は、電流‐電流変換部１６０の
電流変換率に対応し、カレントミラー回路１６１の「ミラー比」とも表現されうる。トラ
ンジスタＭ２１とトランジスタＭ２２とのサイズ比についても同様である。
【００２４】
　図２（ｂ）は、電流‐電流変換部１６０の動作タイミングチャートを示している。本構
成例によると、電流‐電流変換部１６０は、制御信号ｓｉｇ２１Ａ、２１Ｂ、２２Ａ及び
２２Ｂに応じた比率を基準電流Ｉ１の値に乗じて得られた値の参照電流Ｉ２１又はＩ２２
を出力する。例えば、制御信号ｓｉｇ２１Ａ及びｓｉｇ２２ＢがＨ（ハイレベル）、且つ
、制御信号ｓｉｇ２１Ｂ及びｓｉｇ２２ＡがＬ（ローレベル）の期間Ｐ１では、カレント
ミラー回路１６１はアクティブとなり、カレントミラー回路１６２はノンアクティブとな
る。期間Ｐ１では、ノードｎ５には、第１の電流値の参照電流Ｉ２１が流れる。一方、制
御信号ｓｉｇ２１Ａ及びｓｉｇ２２ＢがＬ、且つ、制御信号ｓｉｇ２１Ｂ及びｓｉｇ２２
ＡがＨの期間Ｐ２では、カレントミラー回路１６１はノンアクティブとなり、カレントミ
ラー回路１６２はアクティブとなる。期間Ｐ２では、ノードｎ５には、第２の電流値の参
照電流Ｉ２２が流れる。
【００２５】
　即ち、電流‐電流変換部１６０は、制御信号ｓｉｇ２に基づいて、カレントミラー回路
１６１及び１６２の一方がアクティブになることにより、参照電流Ｉ２（参照電流Ｉ２１
及びＩ２２の一方）を出力することができる。１回のＡＰＣを行っている間（即ち、ＡＰ
Ｃを開始してから発光素子１１０の発光量が目標値になるまでの間）、制御信号ｓｉｇ１
及びｓｉｇ２の論理レベルは固定され、参照電流Ｉ２の値は固定される。
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【００２６】
　再び、図２（ａ）を参照すると、判定部１３０は、例えば、反転入力端子ＩＮＮ（図中
において「－」で示された第１入力端子）および非反転入力端子ＩＮＰ（図中において「
＋」で示された第２入力端子）を有する比較器を含む。反転入力端子ＩＮＮと、受光素子
１２０のアノードと、ノードｎ５とは、互いに接続されており（例えば、配線パターン、
コンタクトプラグ等の導電部材により互いに接続されており）、実質的に互いに同電位で
ある。非反転入力端子ＩＮＰは、端子Ｔ３を介して参照電圧Ｖｒｅｆを受ける。
【００２７】
　参照電圧Ｖｒｅｆは、例えば、電源電圧ＶＣＣと、接地用の電圧（ノードｎ２の電圧）
ＶＳＳとの間の電圧であって、カレントミラー回路１６１（又は１６２）が参照電流Ｉ２
１（又はＩ２２）を適切に出力することが可能となる範囲内の電圧であればよい。具体的
には、参照電圧Ｖｒｅｆは、カレントミラー回路１６１及び１６２を構成するトランジス
タＭ１１等がソースフォロワ動作を行うことが可能な範囲内の電圧であればよい。
【００２８】
　例えば、受光素子１２０のモニタ電流Ｉｍの電流値が、参照電流Ｉ２（Ｉ２１又はＩ２
２）の電流値よりも大きいとき（即ち、発光素子１１０の発光量が目標値より大きいとき
）、反転入力端子ＩＮＮの電位は上がって参照電圧Ｖｒｅｆより高くなる。このことは、
モニタ電流Ｉｍと参照電流Ｉ２（＜Ｉｍ）との差分（Ｉｍ－Ｉ２）により、反転入力端子
ＩＮＮの入力容量が充電されると考えればよい。他の観点では、受光素子１２０で生じる
単位時間あたりの電荷量が参照電流Ｉ２よりも大きいことによって受光素子１２０では電
荷が増加し、該増加する電荷が反転入力端子ＩＮＮの電位を上げる、と考えてもよい。そ
して、駆動部１４０は、このときの判定部１３０の比較器の出力を受けて、発光素子１１
０を駆動するための駆動力を下げる。
【００２９】
　一方、モニタ電流Ｉｍの電流値が参照電流Ｉ２の電流値よりも小さいとき（即ち、発光
素子１１０の発光量が目標値より小さいとき）、反転入力端子ＩＮＮの電位は下がって参
照電圧Ｖｒｅｆより低くなる。このことは、モニタ電流Ｉｍと参照電流Ｉ２（＞Ｉｍ）と
の差分（Ｉ２－Ｉｍ）により、反転入力端子ＩＮＮの入力容量からの放電が生じると考え
ればよい。他の観点では、受光素子１２０で生じる単位時間あたりの電荷量が参照電流Ｉ
２よりも小さいことによって受光素子１２０では電荷が減少し、該減少する電荷が反転入
力端子ＩＮＮの電位を下げる、と考えてもよい。そして、駆動部１４０は、このときの判
定部１３０の比較器の出力を受けて、発光素子１１０を駆動するための駆動力を上げる。
【００３０】
　本実施形態では、判定部１３０は、このような構成によりモニタ電流Ｉｍと参照電流Ｉ
２との比較を行い、その比較結果に基づいて、発光素子１１０の発光量を目標値にするた
めのフィードバック制御が為される。このフィードバック制御によりＡＰＣが実現される
。モニタ電流Ｉｍの電流値と参照電流Ｉ２の電流値とが互いに等しくなったとき、反転入
力端子ＩＮＮの電位は、参照電圧Ｖｒｅｆと同電位になる。このような状態になったとき
に、発光素子１１０の発光量が目標値になったと判定されてもよい。なお、フィードバッ
ク制御においては、必ずしも反転入力端子ＩＮＮの電位と参照電圧Ｖｒｅｆとを同電位に
する必要はなく、モニタ電流Ｉｍと参照電流Ｉ２との比較結果に応じて発光素子１１０の
発行量を変化させればよい。
【００３１】
　制御部１７０は電流‐電流変換部１６０を制御する。具体的には、制御部１７０は、カ
レントミラー回路１６１及び１６２の一方をアクティブにして電流‐電流変換部１６０の
電流変換比率（「ゲイン」と称されてもよい。）を制御し、参照電流Ｉ２（Ｉ２１又はＩ
２２）を出力させる。例えば、制御部１７０は、不図示の計測部を含み、該計測部によっ
て感光ドラム３００の使用量（回転回数、劣化の程度等）を計測し、その計測結果に基づ
く制御信号ｓｉｇ２を用いて電流‐電流変換部１６０を制御してもよい。
【００３２】
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　以上、本構成例によると、電流‐電流変換部１６０は、電流生成部１５０と判定部１３
０との間の経路に配され、電流生成部１５０からの基準電流Ｉ１を制御信号ｓｉｇ２に基
づいて変換（又は変調）し、参照電流Ｉ２１及びＩ２２の一方を出力する。電流‐電流変
換部１６０の電流変換率は、制御信号ｓｉｇ２によって定まり、例えばＡＰＣのたびに適
切に調整されてもよい（例えば、感光ドラム３００の使用量に応じてＡＰＣが為されても
よい。）。これにより、対応する目標値に発光素子１１０の発光量を近付けることができ
る。本構成例によると、処理対象がモニタ電流Ｉｍではなく基準電流Ｉ１であり、受光素
子１２０と判定部１３０との間の経路に他の電流‐電流変換器が配置する必要がない。よ
って、本構成例によると、モニタ電流Ｉｍの判定部１３０へのフィードバック遅延を防ぐ
のに有利である。
【００３３】
　特に、本構成例によると、電流‐電流変換部１６０の電流変換率が変更された場合のフ
ィードバック遅延の変動量が、電流変換率の変更が可能な他の電流‐電流変換器が受光素
子１２０と判定部１３０との間に配置された場合に比べて抑制されうる。このことは、動
作周波数帯域が変わることによるフィードバック系の発振等を防ぎ、ＡＰＣを安定化させ
るのに有利である。なお、他の例では、受光素子１２０と判定部１３０との間に他の電流
‐電流変換器が配されてもよい（即ち、モニタ電流Ｉｍに対して変換処理が為されてもよ
い）が、この場合、モニタ電流Ｉｍおよび基準電流Ｉ１の双方についての電流変換率を調
整することにより、ＡＰＣを安定化させるとよい。
【００３４】
　また、ここでは電流‐電流変換部１６０が２つの参照電流Ｉ２１及びＩ２２の一方を出
力する態様を例示したが、電流‐電流変換部１６０は、互いに電流値が異なる３以上の参
照電流の１つを出力してもよい。この場合、電流‐電流変換部１６０は、３以上のカレン
トミラー回路を含み、それらの１つをアクティブにすることによって上記３以上の参照電
流の１つを出力するように構成されてもよい。他の例では、電流‐電流変換部１６０は、
複数のカレントミラー回路の少なくとも１つ（２以上でも可）をアクティブにすることに
よって互いに電流値が異なる複数の参照電流の１つを出力するように構成されてもよい。
【００３５】
　　（第２実施形態）
　図３を参照しながら第２実施形態を述べる。本実施形態は、発光素子１１０と判定部１
３０と駆動部１４０とが単位グループＧを形成しており、基板２００がグループＧを複数
有する、という点で前述の第１実施形態と異なる。ここでは説明を容易にするため、グル
ープの数を２とし、また、区別のため、該２つのグループＧをそれぞれ「グループＧａ」
、「グループＧｂ」とする。図３に例示されるように、基準電流生成部１５０および電流
‐電流変換部１６０は、グループＧａ及びＧｂのそれぞれに対応して配されうる。
【００３６】
　なお、図中において、上記発光素子１１０等の各素子ないし各ユニットがグループＧａ
及びＧｂのいずれのものであるか区別するため、各素子ないし各ユニットの符号を「ａ」
又は「ｂ」を付して示す。例えば、グループＧａの発光素子１１０を「発光素子１１０ａ
」と示す（他の素子ないしユニットについても同様である。）。
【００３７】
　また、グループＧａ及びＧｂは、例えば、カラー印刷対応の記録装置１００において、
互いに異なるカラーに対応する。そのため、グループの数は、カラーの数に対応する。例
えば、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンダ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（ブラック）の４色対応の場
合、グループＧの数を４にしてもよいし、他の例では、２つのグループＧを有する基板２
００を２つ準備してもよい。
【００３８】
　図３によると、比較部１３０ａ及び１３０ｂの双方と受光素子１２０との間の経路には
、スイッチ部ＵＳＷが配されており、スイッチ部ＵＳＷは、受光素子１２０を、比較部１
３０ａ及び１３０ｂの一方に接続する。このような構成によると、スイッチ部ＵＳＷを制
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御することにより、グループＧａについてのＡＰＣと、グループＧｂについてのＡＰＣと
を順に行うことができる。具体的には、例えば、スイッチ部ＵＳＷは、受光素子１２０と
比較部１３０ａとを電気的に接続し、グループＧａについてのＡＰＣにより発光素子１１
０ａの発光量が調節された後、受光素子１２０と比較部１３０ｂとを電気的に接続する。
【００３９】
　本実施形態によると、発光素子１１０と判定部１３０と駆動部１４０とにより形成され
るグループＧを複数有する記録装置１００（例えばカラー印刷対応の記録装置１００）に
おいても、第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００４０】
　　（その他）
　以上、いくつかの好適な実施形態を例示したが、本発明はこれらに限られるものではな
く、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、その一部が変更されてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
　１００：記録装置、１１０：発光素子、１２０：受光素子、１３０：判定部、１４０：
駆動部、１５０：電流生成部、１６０：電流‐電流変換部、１７０：制御部。

【図１】 【図２】
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